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とっくりとっくん（下石町）
下石町のキャラクター「とっくりとっくん」。
裏山地区の入り口
には何体ものとっ
くんが宴会をして
います。
とっくん小径で、
とっくん散策をし
てみてください。
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議第93号 可決 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第94号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第95号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第96号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第97号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第98号 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第99号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第100号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第101号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第102号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第103号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第104号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第105号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第106号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第107号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第108号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第109号 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第110号 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第111号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

諮第４号 異議なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第112号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第113号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議第114号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

議員提出
第５号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

※令和2年12月11日に、議第93号議案に先立ち、議第111号議案が可決されたことから、土岐市
議会会議規則第43号の規定により、議長が計数整理を行いました。
※諮第4条は「裁決書案のとおり採決することに異議ないものとする」ことに対する賛否を表して
います。 ○：賛成　×：反対
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土 岐 市 議 会 だ よ り

　　　　  第５回定例会報告令和２年

議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第93号 令和2年度土岐市一般会計補正予算（第１０号） 補正額　425,539千円
議第94号 令和2年度土岐市介護保険特別会計補正予算（第2号） 補正額　▲9,750千円

議第95号 令和2年度土岐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
1号） 補正額　368千円

議第96号 令和2年度土岐市病院事業会計補正予算（第1号） 補正額　収入　321千円
　　　　支出　594千円

議第97号 土岐市部設置条例の一部を改正する条例について 令和3年4月1日から情報化の推進を効果的に実施でき
る体制を整えるため、分掌事務を見直すもの。

議第98号
土岐市職員の給与に関する条例及び土岐市一般職の任
期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
について

国家公務員の期末手当改定に準じて、一般職の職員及
び任期付職員の期末手当の額を改定するため。

議第99号 土岐市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例について 市議会議員の期末手当の額を改定するため。

議第100号 土岐市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例について 常勤の特別職職員の期末手当の額を改定するため。

議第101号
土岐市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展
の基盤強化に関する法律の施行に伴う固定資産税の特
例に関する条例の一部を改正する条例について

法律の改正に伴い、関係省令の省令名が改正されたた
め、当該条例を改正するもの。

議第102号 土岐市立児童館の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例について 土岐市立妻木児童館を廃止するため。

議第103号 土岐市体育館設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例について 土岐市肥田体育館を廃止するため。

議第104号 土岐市文化プラザ特定天井耐震改修その他工事の請負
契約について

土岐市文化プラザ特定天井耐震改修その他工事の請負
契約を、金504,900,000円で、舘林建設株式会社と締
結しようとするもの。

議第105号 セラトピア土岐大ホール・入口ホール天井耐震改修工
事の請負契約の変更について

セラトピア土岐大ホール・入口ホール天井耐震改修工
事の請負契約（令和2年3月27日議第30号議決）につ
いて、契約金額「299,200,000円」を「326,187,400
円」に変更しようとするもの。

議第106号 土地の処分について
市有地である土岐市下石町字西山304番879外6筆を
160,363,000円でアイシン開発株式会社へ売却しよう
とするもの。

議第107号 土地の処分について
市有地である土岐市鶴里町柿野字広畑2322番1の一部
外1筆を37,029,796円で株式会社グリーン発電土岐へ
売却しようとするもの。

議第108号 土地の減額譲渡及び建物の無償譲渡について
市有地である土岐市鶴里町柿野字若宮1311番1外6筆
を42,219,000円で、市有建物である土岐市鶴里町柿
野1324番地の建物11棟を無償で、株式会社ユーファ
クトリーへ減額譲渡及び無償譲渡しようとするもの。

議第109号 専決処分の報告及び承認について
専第17号　令和2年度土岐市一般会計補正予算（第7号） 補正額　47,436千円

議第110号 専決処分の報告及び承認について
専第18号　令和2年度土岐市一般会計補正予算（第8号） 補正額　153,159千円

議第111号 令和2年度土岐市一般会計補正予算（第9号） 補正額　26,244千円

諮第４号 審査請求に関する諮問について 公の施設を利用する権利に関する処分に対する審査請
求がされたため

議第112号 道路災害復旧工事の請負契約について 道路災害復旧工事の請負契約を157,300,000円で株式
会社イトウ産業と締結しようとするもの。

議第113号 土岐市温泉活用型健康増進施設の指定管理者の指定に
ついて

土岐市温泉活用型健康増進施設の指定管理者として、
株式会社クアリゾート湯舟沢を指定しようとするもの。

議第114号 土岐市弓道場の指定管理者の指定について 土岐市弓道場の指定管理者として、土岐市弓道協会を
指定しようとするもの。

議員提出
第5号

防災・減災、国土強靭化対策の推進を求める意見書の
提出について

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣、
国土強靭化担当大臣　あて

※意見書の詳細は6ページに掲載しています。
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委員会報告（文教厚生委員会）

令和2年度土岐市一般会計補正予算（第9号）
　　　低所得者のひとり親世帯への臨時特別給付金の支給対象者は何名か。
　　　対象人数は見込み分を含み402名である。
質疑
答弁

令和2年度土岐市一般会計補正予算（第10号）　所管部分
　　　障害者総合支援費の扶助費が不足した要因は。
　　　報酬単価の高いサービスの利用回数が増加したのが主な要因である。
　　　休日急病診療所組合負担金について、新型コロナの影響による減収補てんとのことであるが、どれくら
いの影響があったのか。
　　　患者数は4月からの半年間で前年度比5分の1程度に減少し、診療報酬等の収入減の要因となっている。
　　　活動センター野球場バックスクリーン裏崩壊応急工事の減額補正について、どのような工事を実施した
のか。
　　　国道21号線への土砂流出を防ぐため大型土のうの設置、バックスクリーンの撤去等である。

質疑
答弁
質疑

答弁
質疑

答弁

令和2年度土岐市病院事業会計補正予算（第1号）
　　　オンライン資格確認システムの導入費の財源は。
　　　4分の3が国からの補助である。
質疑
答弁

土岐市体育館設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例について
　　　肥田体育館の利用状況について。
　　　令和元年度の利用者数は1,494名で、
利用率は5.6パーセントである。
　　　廃止することについて、利用者の理
解は得られているか。
　　　地元自治会、体育協会関係者等へ説
明するとともに、利用者への説明を行い、
概ね理解を得られている。

質疑
答弁

質疑

答弁

土岐市立児童館の設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例について
　　　妻木児童館の利用者はどの程度減少しているのか。
　　　平成30年度と令和元年度を比較すると24.8％の
減である。
　　　廃止することについて、利用者の理解は得られて
いるのか。
　　　説明会の開催や、親子サークルへの説明などを行
い、概ね理解を得られている。

質疑
答弁

質疑

答弁

土岐市温泉活用型健康増進施設の指定管理者
の指定について
　　　公募により何者の応募があったのか。
　　　1者から応募があった。
　　　指定管理者選定委員会の委員構成は。
　　　学識経験者、専門知識を有する者2名、そ
の他市職員3名の計6名である。

質疑
答弁
質疑
答弁

土岐市弓道場の指定管理者の指定について
　　　本会議初日に提案なされるべきであると考
えるが、追加で上げなければならなかった理由は。
　　　指定管理候補者との調整が12月に整ったの
が理由である。今後、時間に余裕を持てるよう事
務を進めたい。

質疑

答弁
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委員会報告（総務産業建水委員会）

令和2年度土岐市一般会計補正予算（第10号）　所管部分
　　　公共交通事業支援補助金について、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、どの程度収益が落ち込んで
いるのか。
　　　9月までの半期決算でバスの収益は6割程度に落ち込んでいる。
　　　泉が丘町の災害復旧事業について、どのような調査設計を実施するのか。
　　　災害発生箇所の東側で、降雨時に湧水が湧出しているとの情報があり、詳細な解析と設計を行う。
　　　ふるさと応援基金について、寄付金の返礼品に占める陶磁器の割合はどの程度か。
　　　289点返礼品として登録され、そのうち75パーセントが陶磁器である。返礼に希望される品は、圧倒的
に陶磁器が多い。

質疑

答弁
質疑
答弁
質疑
答弁

土岐市部設置条例の一部を改正する条例について
　　　分掌事務を見直すことにより、情報化の推進をどのように進めていくのか。
　　　デジタル庁が設置され、行政のデジタル化を強力に推進するという国の方向性が示されており、それに
対応すべく体制を整備する。

質疑
答弁

セラトピア土岐大ホール・入口ホール天井耐震改修工事の請負契約の変更について
　　　今回の変更契約で追加する工事は、当初の設計で見込むことができなかったのか。
　　　天井部分の工事であり、設計段階で十分に確認することができなかった。
質疑
答弁

土地の処分について
　　　売買価格は、平米いくらか。
　　　平米1,706円である。
質疑
答弁

道路災害復旧工事の請負契約について
　　　一般競争入札の応札者は何者であったか。
　　　7者である。
　　　落札率は何パーセントか。
　　　97.2パーセントである。

質疑
答弁
質疑
答弁

日 月 火 水 木 金 土
2/21 2/22 2/23 2/24 2/25 2/26 2/27

本会議　初日
（議案提案説明）

2/28 3/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
本会議　2日目

（質疑・委員会付託・一般質問）
本会議　3日目
（一般質問）

本会議　4日目
（一般質問）

14 15 16 17 18 19 20
文教厚生
委員会

文教厚生
委員会

総務産業建水
委員会

総務産業建水
委員会

21 22 23 24 25 26 27
本会議　最終日
（委員長報告　質疑・討論・採決）

3月定例会（予定） ※午前９時 開会予定（変更の場合あり)

傍聴席を閉鎖する場合は、2月19日以降にホームページにてお知らせいたします。
お問い合わせの方は2月19日以降に議会事務局（☎54-1273）までお問い合わせください。



2021年2月15日

66

意見書を提出しました
議員提出第５号にて可決された意見書の全文です。

防災・減災、国土強靭化対策の
推進を求める意見書

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

現在、世界は異常な気候変動の影響を受け各国各地でその甚大な被害を被っている。我が国でも、豪雨、
河川の氾濫、土砂崩落、地震、高潮、暴風・波浪、豪雪など、自然災害の頻発化・激甚化にさらされてい
る。このような甚大な自然災害に事前から備え、国民の生命・財産を守る防災・減災、国土強靭化は、一
層その重要性を増しており、喫緊の課題となっている。

本市においては、市民の生命と財産を守ることを最優先に、大規模自然災害が発生しても、機能不全に
陥らせず、迅速な復旧復興が可能な強靭な地域づくりを推進するため、国土強靭化の取り組みを推進して
いる。

現在、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により社会全体に多大な影響が広がっている状況ではある
が、今後も大規模な自然災害が想定される中で、国民生活や社会経済活動を停滞・深刻化させることなく
持続的に発展させるために「防災・減災、国土強靭化」はより一層、十分な予算の安定的かつ継続的に確
保が必要である。

よって、国におかれては、次の措置を講じられるよう強く要望する。

記

１　地方自治体が国土強靭化地域計画に基づき実施する対策に必要な予
算の総額確保を図ること。

２　災害復旧・災害関連予算の確保や補助対象の拡大を図るとともに、
国土強靭化のための財源を安定的に確保するための措置を講ずること。
また、その配分に当たっては、社会資本整備の遅れている地方に十分
配慮すること。



《第５回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案《第５回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

7

土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
の
総
括
に
つ
い
て
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
に
横
断

歩
道
の
設
置
や
路
肩
カ
ラ
ー
舗
装
︑
白
線

補
修
︑
街
灯
の
設
置
な
ど
市
内
60
箇
所
以

上
で
通
学
路
の
改
善
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
︒
ま
た
各
学
校
で
は
︑
年
１
回
以
上
︑

全
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
を
得
て
通
学
路

点
検
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
︒
ま
た
︑
全

て
の
小
学
校
で
警
察
と
連
携
し
︑
年
一
回

交
通
安
全
教
室
を
実
施
す
る
と
と
も
に
︑

各
校
区
の
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
通
学
路
の
見
守
り
を
依
頼
し
︑
登
下
校

時
の
児
童
・
生
徒
の
安
全
の
確
保
に
努
め

て
お
り
ま
す
︒

　
坂
道
で
の
ハ
ン
プ
設
置
要
望
に
つ
い
て
。

　
坂
道
に
お
い
て
︑
強
制
的
な
速
度
抑
制

に
つ
な
が
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

が
︑
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
①
普
通
に
走
行

さ
れ
る
車
に
も
大
き
な
振
動
を
与
え
る
こ

と
か
ら
︑
不
快
感
が
起
こ
り
や
す
く
︑
ま

た
設
置
に
よ
り
逆
に
安
全
走
行
の
阻
害
要

因
と
も
な
り
か
ね
な
い
事
︒
②
バ
イ
ク
や

自
転
車
等
の
二
輪
で
は
︑
逆
に
安
全
走
行

の
阻
害
要
因
と
な
り
か
ね
な
い
事
︒
③
緊

急
車
両
︑
特
に
救
急
車
等
の
通
行
の
際
︑

相
当
の
徐
行
を
強
い
ら
れ
る
事
︒
④
沿
道

に
住
居
が
あ
る
場
合
︑
発
生
す
る
振
動
・

騒
音
に
よ
り
住
環
境
が
悪
化
す
る
可
能
性

が
あ
る
事
︒⑤
幼
児
や
ご
高
齢
の
方
な
ど
︑

歩
行
に
支
障
が
生
じ
る
事
等
︑
通
常
の
生

活
に
も
危
険
や
支
障
を
招
く
要
因
が
多
く

含
ま
れ
ま
す
︒設
置
の
要
望
に
つ
い
て
は
︑

周
辺
の
住
民
の
方
々
︑
警
察
と
慎
重
か
つ

十
分
な
協
議
を
行
い
︑
警
察
の
行
う
速
度

規
制
と
並
行
し
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
︒

　
運
転
者
へ
の
注
意
喚
起
に
つ
い
て
。

　
議
員
ご
指
摘
の
交
差
点
は
︑
特
に
小
・

中
学
生
等
の
歩
行
者
の
安
全
に
配
慮
が
必

要
な
区
域
で
す
の
で
︑
地
元
自
治
会
と
も

協
議
の
上
︑
回
覧
板
等
で
地
域
の
皆
様
方

へ
の
周
知
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

◆
子
供
の
読
書
率
向
上
目
標
に
つ
い
て

　
西
陵
地
区
モ
デ
ル
推
進
校
に
つ
い
て
。

　
図
書
館
の
環
境
整
備
を
実
施
︒
利
用
し

易
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
管
理
番
号
順
に

配
置
を
分
か
り
易
く
し
︑
分
類
表
・
必
読

読
書
な
ど
の
掲
示
物
を
作
成
し
︑
借
り
易

い
図
書
館
に
し
ま
し
た
︒
新
刊
図
書
の
紹

介
等
思
わ
ず
子
供
達
が
手
に
取
り
易
く
な

る
趣
向
を
凝
ら
し
て
お
り
ま
す
︒
成
果
と

し
ま
し
て
は
︑
職
員
か
ら
読
ん
で
欲
し
い

本
の
紹
介
が
さ
れ
て
い
て
貸
出
冊
数
の
増

加
に
繋
が
っ
て
い
る
と
か
︑
子
供
達
が

色
々
な
分
野
の
本
を
借
り
る
よ
う
に
な
っ

た
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
︒

各務　和彦

◆
行
政
手
続
に
お
け
る
押
印
廃
止
と
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て

　
国
に
お
い
て
、
行
政
手
続
き
文
書
の
押

印
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
の
対
応
を
伺
う
。

　
市
の
現
状
把
握
の
た
め
︑
10
月
に
調
査

を
実
施
︒
押
印
が
必
要
な
手
続
き
は
国
の

法
令
に
基
づ
く
も
の
を
は
じ
め
︑
１
２
８

７
件
あ
る
︒

　

国
が
押
印
廃
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
︒

そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
待
つ
状
況
︒

　
で
き
る
だ
け
早
く
見
直
し
を
進
め
る
︒

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
生
活
様

式
に
向
け
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
本
市
の
現

状
と
今
後
を
伺
う
。

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
で
15
の
手
続
き

が
可
能
だ
が
利
用
が
な
い
︒

　
４
月
か
ら
文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
予
約

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
予
定
︒

　
県
主
導
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
導
入
参
加
を
現

在
検
討
し
て
い
る
︒

　
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
の
導
入
を
推
進
検
討
す
る
︒

◆
市
と
協
会
け
ん
ぽ
と
の
連
携
協
定
の

締
結
に
つ
い
て

　
協
会
け
ん
ぽ
で
は
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
向
け
て
自
治
体
と
の
連
携
協
定
を
結
ん

で
い
る
。
土
岐
市
の
考
え
を
伺
う
。

　

近
隣
市
を
参
考
に
調
査
研
究
を
進
め
︑

よ
り
効
果
的
な
保
健
事
業
の
実
施
を
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
︒

◆
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の

個
別
通
知
に
つ
い
て

　
現
在
、
定
期
接
種
と
さ
れ
る
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
２
年
10
月
12
日
︑
県
か
ら
定
期
接

種
の
対
象
者
及
び
そ
の
保
護
者
へ
の
情
報

提
供
の
目
的
及
び
趣
旨
︑
具
体
的
な
対
応

等
︑
国
の
方
針
が
示
さ
れ
た
︒
目
的
は
︑

公
費
よ
っ
て
接
種
で
き
る
こ
と
︒
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性
︑
安
全
性
等
必
要
な
情
報
を

対
象
者
に
届
け
る
︒

　

や
む
を
得
ぬ
場
合
を
除
き
個
別
通
知
︒

今
年
度
が
公
費
接
種
の
最
終
年
度
の
高
校

１
年
生
を
対
象
に
11
月
に
個
別
通
知
︒

髙井由美子

子宮頸がんワクチンの
リーフレット（厚生労働省）
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◆
全
世
代
健
康
寿
命
延
伸
事
業
に
つ
い
て

　
土
岐
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
の
活
用
方
法
と

ポ
イ
ン
ト
事
業
と
の
連
携
の
考
え
は
。

　
市
内
幼
稚
園
︑
保
育
園
︑
こ
ど
も
園
で

運
動
・
遊
び
講
座
の
実
施
︑
は
つ
ら
つ
元

気
塾
で
の
活
用
︑
健
康
教
室
︑
各
種
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
︑
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
へ

の
出
前
講
座
等
で
活
用
し
て
い
く
︒
岐
阜

県
が
実
施
し
て
い
る
清
流
の
国
ぎ
ふ
健
康

ポ
イ
ン
ト
事
業
と
連
携
し
︑
運
動
教
室
や

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
実
施
す
る
︒

　
と
き
げ
ん
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
は
。

　
は
つ
ら
つ
元
気
塾
は
︑
10
会
場
で
開
催
︒

１
会
場
20
～
30
名
の
定
員
で
３
个
月
間

１
６
２
名
の
参
加
予
定
︒
地
域
フ
レ
イ
ル

予
防
活
動
は
︑
令
和
２
年
３
月
に
土
岐
市

地
域
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
支
援
補
助
金
交

付
要
綱
を
制
定
し
︑
現
在
18
団
体
か
ら
申

請
が
あ
り
活
動
し
て
い
る
︒
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
︑
現
在
４
か
所
で
の

開
催
︒

　
と
き
げ
ん
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
は
。

　
筋
力
や
平
衡
感
覚
な
ど
運
動
機
能
改
善

が
見
ら
れ
︑
今
後
も
運
動
を
継
続
し
自
主

的
に
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
方
も
い
る
︒

◆
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

　
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
︑
新
た
に
配

置
し
た
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
中

心
に
妊
娠
︑
出
産
︑
子
育
て
に
関
す
る
相

談
支
援
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
︒

　
当
市
の
実
施
類
型
は
。

　
保
健
師
に
よ
る
訪
問
や
電
話
︑
面
接
に

よ
る
個
別
相
談
を
実
施
︒

　
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
る
の
か
。

　
平
成
17
年
よ
り
活
用
し
︑
産
後
う
つ
病

の
リ
ス
ク
度
の
判
定
に
役
立
っ
て
い
る
︒

　
宿
泊
型
の
実
施
の
考
え
は
。

　
宿
泊
型
も
し
く
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
を

開
始
で
き
る
よ
う
近
隣
の
医
療
機
関
で
︑

受
入
れ
体
制
を
検
討
し
て
い
る
︒

◆
改
正
動
物
愛
護
管
理
法
に
つ
い
て

　
野
良
猫
に
関
す
る
苦
情
件
数
と
内
容
は
。

　
昨
年
度
５
件
︑
今
年
度
は
16
件
で
︑
野

良
猫
に
餌
付
け
や
糞
尿
被
害
が
多
い
︒
不

妊
去
勢
手
術
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
︒

引
き
続
き
広
報
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
︒

水石　玲子
ときげんき体操披露（議場）

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
環
境
に
つ
い

て
　
一
斉
休
校
解
除
後
の
不
登
校
の
状
況

は
。

　
例
年
と
比
べ
︑
特
に
増
減
は
な
く
︑
コ

ロ
ナ
禍
に
関
係
す
る
不
登
校
の
欠
席
状
況

は
な
い
と
考
え
て
い
る
︒

　
コ
ロ
ナ
感
染
者
及
び
濃
厚
接
触
者
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
ケ
ア
が
な
さ
れ
た
か
。

　
コ
ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
こ

と
を
最
優
先
に
考
え
︑
情
報
提
供
や
連
絡

方
法
を
配
慮
し
た
︒
ま
た
︑
一
定
期
間
登

校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒
に
は
教
職
員
に

よ
る
定
期
的
な
連
絡
︑
相
談
を
行
い
︑
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
紹
介
な
ど
も
行

っ
た
︒

　
修
学
旅
行
な
ど
の
行
事
の
代
替
行
事
の

対
応
は
。

　
各
学
校
で
子
ど
も
た
ち
の
考
え
や
意
向

を
第
一
に
尊
重
し
︑
子
ど
も
た
ち
も
充
実

し
た
内
容
に
て
︑
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
な
代
替
行
事
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
ま
た
︑
学
校
行
事

中
止
で
発
生
し
た
費
用
を
補
填
し
︑
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
︒

　
コ
ロ
ナ
不
安
に
対
応
す
る
た
め
の
学
校

及
び
家
庭
の
ケ
ア
は
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
正
し
い
知
識
や
予
防

方
法
に
つ
い
て
繰
り
返
し
指
導
を
行
っ
て

い
る
︒
保
護
者
に
対
し
て
は
︑
学
校
で
行

っ
て
い
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
感
染
防
止
の

取
組
に
つ
い
て
︑
保
護
者
メ
ー
ル
︑
学
校

報
︑
保
健
だ
よ
り
等
を
通
し
て
周
知
を
図

っ
て
い
る
︒
教
育
委
員
会
と
し
て
も
電
話

相
談
窓
口
に
加
え
︑
11
月
よ
り
メ
ー
ル
相

談
及
び
は
が
き
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
対
応
し
て
い
る
︒
表
情
が
見
え
な
い

分
︑
丁
寧
に
接
点
を
作
り
︑
不
安
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
く
︒
ま
た
︑
知
識
教
育
を

全
校
一
斉
や
学
級
毎
に
継
続
的
に
実
施
し

て
お
り
︑
子
ど
も
自
ら
が
判
断
し
︑
避
け

る
行
動
を
取
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
︒

◆
横
断
歩
道
で
の
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て

　
横
断
歩
道
に
て
横
断
す
る
際
に
手
を
挙

げ
る
交
通
ル
ー
ル
の
指
導
は
行
わ
れ
て
い

る
か
。

　
毎
年
︑
交
通
安
全
教
室
等
で
繰
り
返
し

道
路
の
渡
り
方
に
つ
い
て
指
導
は
行
っ
て

い
る
が
︑
現
実
的
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
と
断
言
で
き
な
い
︒
年
末
の
交
通

安
全
県
民
運
動
に
合
わ
せ
て
︑
交
通
安
全

指
導
週
間
を
設
け
︑
園
と
小
中
学
校
に
お

願
い
し
︑
ル
ー
ル
の
徹
底
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
︒

鈴木　正義
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
「
地
域
共
生
社
会
」
実
現
に
向
け
た
包

括
的
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

　
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
市
民
を
包
括

的
に
支
援
す
る
体
制
の
整
備
状
況
、
と
り

わ
け
「
適
切
な
支
援
へ
つ
な
げ
る
し
く
み

づ
く
り
」
の
現
状
に
つ
い
て
、
加
藤
市
長

の
認
識
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
早
期
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
把
握
し
て
︑
必
要
な

支
援
へ
つ
な
ぎ
︑
途
切
れ
の
な
い
支
援
の

で
き
る
し
く
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
︑

そ
れ
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　
社
会
福
祉
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
る

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
交
付
金
」

を
活
用
し
て
、
体
制
整
備
を
進
め
る
こ
と

に
つ
い
て
の
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。

　

本
市
の
業
務
体
制
を
改
め
て
検
証
し
︑

今
後
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
も
検
討
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

●
引
き
続
き
︑
相
談
支
援
体
制
の
整
備
や

人
材
育
成
に
よ
っ
て
︑
複
合
的
な
課
題
を

抱
え
る
市
民
へ
の
支
援
を
強
化
し
︑
地
域

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
頂
き
た
い
︒

◆
総
合
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
）
に
つ
い
て

　
総
合
事
業
の
実
施
状
況
及
び
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
実
施

方
針
に
つ
い
て
、
お
聞
き
し
た
い
。 

　
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
︑
現
実
的

に
は
で
き
て
い
な
い
︒
そ
れ
が
可
能
と
な

る
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

●
担
い
手
の
養
成
・
確
保
に
向
け
た
取
組

を
進
め
︑
必
要
な
支
援
を
安
心
し
て
受
け

ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
︒

◆
子
育
て
の
不
安
解
消
や
孤
立
防
止
、
父

親
の
育
児
参
加
啓
発
に
つ
い
て

　
「N

obody ,s Perfect

」
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
︒
児

童
虐
待
防
止
の
効
果
も
期
待
し
て
い
る
︒

●
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
る
お
母
さ
ん
が

一
人
で
も
多
く
参
加
で
き
る
よ
う
︑
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
回
数
を
増
や
す
こ
と
も
︑

ぜ
ひ
検
討
し
て
頂
き
た
い
︒

　
不
安
解
消
と
孤
立
防
止
は
、
児
童
虐
待

防
止
の
有
効
な
手
段
に
な
る
と
思
う
が
、

父
親
が
加
害
者
に
な
る
割
合
も
上
昇
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
父
親
を
対
象
と
す
る
、

新
た
な
事
業
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
取
組
を
進
め
て
い
く
必
要
性
は
︑
認
識

し
て
い
る
︒
今
後
︑
効
果
的
な
実
施
方
法

も
含
め
て
︑
検
討
し
て
い
き
た
い
︒ 

●
子
育
て
は
大
変
だ
が
︑
そ
れ
以
上
に
︑

人
生
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
︑
子
育
て

を
す
る
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
︑
一
人

で
も
多
く
増
え
る
よ
う
︑
子
育
て
世
帯
の

サ
ポ
ー
ト
に
力
を
注
い
で
頂
き
た
い
︒

後藤　正樹

◆
コ
ロ
ナ
対
策
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て

　
現
在
の
検
査
能
力
は
ど
の
よ
う
か
。

　
岐
阜
県
全
域
で
︑
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
１
日

最
大
９
８
２
件
︑
抗
原
検
査
な
ど
を
含
め
︑

合
計
１
万
７
０
２
件
が
可
能
で
す
︒

　
福
祉
施
設
な
ど
重
篤
に
な
っ
た
時
に
危

険
性
が
高
い
施
設
に
定
期
的
な
検
査
、
検

査
の
拡
大
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
︵
市
長
︶検
査
は
県
が
中
心
に
や
っ
て
い

る
状
況
︒
検
査
拡
大
は
今
後
必
要
に
応
じ

て
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
が
︑
県
に
お

任
せ
も
い
か
が
な
も
の
か
と
考
え
ま
す
の

で
︑
今
後
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
︒

◆
保
育
等
の
現
場
で
の
状
況
に
つ
い
て

　
保
育
士
の
非
正
規
の
職
員
数
は
。

　
総
数
２
１
０
名
︑
う
ち
会
計
年
度
任
用

職
員
１
２
６
名
︑
割
合
60
％
︒
１
２
６
名

の
う
ち
フ
ル
タ
イ
ム
は
59
名
で
︑
担
任
も

持
っ
て
い
る
方
は
９
名
で
す
︒

　
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、
過
去
の
質
問

で
非
正
規
職
員
の
担
任
の
解
消
と
答
弁
し

て
い
る
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
育
児
休
暇
取
得
職
員
が
23
名
と
大
勢
い

る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
︒

●
育
児
休
業
な
ど
今
取
る
こ
と
が
当
た
り

前
の
状
況
で
す
︒
正
規
の
職
員
で
担
任
を

や
る
よ
う
職
員
定
数
含
め
て
︑
や
っ
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
︒

◆
小
・
中
学
校
の
少
人
数
学
級
の
実
現

　
現
在
の
小
・
中
学
校
で
の
35
人
以
下
学

級
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
中
学
校
は
全
学
級
で
35
人
以
下
を
実
現

し
て
い
ま
す
︒
小
学
校
は
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
を
置
い
て
い
な
い
の
で
35
人
以

上
は
９
学
級
で
す
︒

　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
、
少
人
数
学
級
の
意

義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
︵
教
育
長
︶コ
ロ
ナ
の
状
態
の
中
で
︑
現

場
の
状
況
を
見
る
と
編
成
数
は
少
な
け
れ

ば
少
な
い
方
が
良
い
と
い
う
の
が
現
実
的

な
問
題
で
す
︒
市
内
の
状
況
で
は
教
室
の

広
さ
を
も
と
に
考
え
る
と
35
人
で
も
狭
い

で
す
︒
30
人
く
ら
い
が
ギ
リ
ギ
リ
だ
と
考

え
ま
す
が
︑
現
実
的
に
構
成
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
の
で
︑
色
々
な
工
夫
で
対
応

し
て
い
ま
す
が
︑希
望
は
30
人
く
ら
い
で
す
︒

　
来
年
度
以
降
、
実
現
の
ネ
ッ
ク
は
。

　
問
題
は
職
員
が
い
な
い
こ
と
の
み
で
す
︒

　
市
単
独
で
職
員
を
確
保
し
て
は
。

　
︵
市
長
︶教
育
委
員
会
で
よ
く
協
議
し
て

頂
き
︑
そ
の
中
で
予
算
措
置
等
必
要
で
あ

れ
ば
︑
我
々
も
協
議
し
て
い
く
立
場
と
認

識
し
て
い
ま
す
︒

●
実
際
に
教
室
の
広
さ
の
問
題
で
︑
普
通

教
室
以
外
で
授
業
し
た
り
︑
苦
労
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
︒
ぜ
ひ
早
期
の
実
現
を

お
願
い
し
ま
す
︒

小関　篤司
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来
年
度
予
算
編
成
・
税
収
見
通
し
に
つ

い
て
。

　

堅
調
に
推
移
し
て
き
た
市
税
収
入
が
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
︑

今
年
度
︑
来
年
度
と
減
収
の
見
通
し
を
立

て
て
い
る
︒
特
に
影
響
を
見
込
ん
で
い
る

の
は
法
人
市
民
税
で
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
企
業
等
の
落

ち
込
み
に
よ
り
企
業
収
益
が
悪
化
し
て
い

る
影
響
が
出
て
く
る
も
の
と
見
込
ん
で
い

る
︒
そ
の
ほ
か
個
人
所
得
も
減
っ
て
い
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
︑
個
人
住
民
税
︑

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
も
減
収
を
見
込
ん

で
い
る
︒

　
来
年
度
、
歳
出
見
直
し
に
つ
い
て
。
ど

こ
に
影
響
が
及
ぶ
の
か
。

　
既
存
事
業
に
つ
い
て
は
︑
改
め
て
そ
の

費
用
対
効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
︑
新

規
事
業
に
つ
い
て
も
後
年
度
負
担
の
在
り

方
を
含
め
て
事
業
実
施
の
可
否
に
つ
い
て

精
査
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒
今
年
度

重
点
事
業
と
し
て
掲
げ
た
読
書
率
向
上
︑

全
世
帯
健
康
寿
命
延
伸
事
業
に
つ
い
て
は
︑

引
き
続
き
来
年
度
に
お
い
て
も
重
点
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
︒

　
総
合
病
院
の
指
定
管
理
に
移
行
し
て
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
。
入
院
・
外
来
患
者

の
受
け
入
れ
状
況
は
。

　
第
１
四
半
期
︑
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の

入
院
患
者
は
７
︐
８
７
７
人
で
︑
前
年
同

期
の
１
２
︐
７
８
２
人
に
比
べ
４
︐

９
０
５
人
︑
38
・
４
％
の
減
︒
９
月
ま
で

の
第
２
四
半
期
に
つ
い
て
︑
９
︐
７
６
２

人
で
前
年
同
期
の
１
１
︐
９
７
９
人
に
比

べ
２
︐
２
１
７
人
︑
18
・
５
％
減
︒
外
来

患
者
に
つ
い
て
は
︑
第
１
四
半
期
１
５
︐

６
７
８
人
で
︑
前
年
同
期
の
２
３
︐

５
１
６
人
に
比
べ
７
︐
８
３
８
人
︑
33
・

３
％
の
減
︒
第
２
四
半
期
は
１
８
︐

５
８
６
人
で
︑
前
年
同
期
の
２
４
︐

３
６
５
人
に
比
べ
５
︐
７
７
９
人
︑
23
・

７
％
減
と
な
っ
て
い
て
︑
経
営
状
況
は
悪

化
し
て
い
る
報
告
は
受
け
て
い
る
︒

　
い
ず
み
保
育
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の

移
行
、
建
設
、
開
園
ま
で
の
計
画
に
つ
い

て
。

　
今
年
度
に
入
り
︑
基
本
設
計
の
作
成
を

し
︑
現
在
は
詳
細
設
計
を
作
成
中
︒
令
和

３
年
度
中
に
新
園
舎
の
建
設
に
着
手
︒
令

和
４
年
度
中
に
新
園
舎
の
完
成
︒
引
っ
越

し
後
︑
現
行
の
い
ず
み
保
育
園
と
し
て
運

用
開
始
︒
そ
の
後
︑
既
存
園
舎
の
解
体
︑

園
庭
整
備
を
行
い
な
が
ら
︑
令
和
５
年
度

よ
り
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
運
用
を
開
始

す
る
予
定
︒

◆
児
童
虐
待
及
び
Ｄ
Ｖ
の
防
止
策
に
つ
い
て

　
昨
年
全
国
の
児
童
相
談
所
で
児
童
虐
待

の
対
応
件
数
が
29
年
間
連
続
で
過
去
最
多

と
な
り
ま
し
た
。
土
岐
市
内
で
も
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
児
童
虐
待
が
増
加
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
児
童
虐
待
の
認
知

及
び
対
応
に
つ
い
て
ご
答
弁
く
だ
さ
い
。

　
令
和
元
年
度
の
児
童
虐
待
の
相
談
件
数

は
︑
延
べ
98
件
あ
り
︑
う
ち
新
規
相
談
件

数
は
28
件
ご
ざ
い
ま
す
︒
そ
の
内
い
わ
ゆ

る
心
理
的
虐
待
は
16
件
で
あ
り
ま
し
た
︒

　

令
和
２
年
度
は
年
度
途
中
の
11
月
末
で

延
べ
63
件
あ
り
︑
う
ち
新
規
相
談
件
数
は

16
件
で
あ
り
ま
し
た
︒
警
察
や
子
ど
も
相

談
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
送
致
︑
ま
た
学
校
︑

保
育
園
︑
幼
稚
園
か
ら
の
通
告
が
増
加
し

て
い
ま
す
︒
子
供
の
前
で
激
し
い
夫
婦
喧

嘩
︑
も
し
く
は
Ｄ
Ｖ
と
い
っ
た
よ
う
な
こ

と
が
増
え
て
お
り
ま
し
て
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
お

き
ま
し
て
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
は
︑
数
的
に

は
増
え
て
い
る
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
︒

　
虐
待
の
認
知
に
つ
き
ま
し
て
は
︑
児
童

相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
︑
い
わ
ゆ
る

﹁
い
ち
は
や
く
﹂
の
１
８
９
へ
の
通
告
や

警
察
か
ら
の
通
告
に
よ
る
市
へ
の
送
致
︑

市
民
の
方
か
ら
の
通
告
の
ほ
か
︑
直
接
来

庁
さ
れ
相
談
を
さ
れ
た
り
︑
あ
と
小
・
中

学
校
や
保
育
園
︑
幼
稚
園
︑
児
童
館
へ
の

定
期
訪
問
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報

共
有
会
議
︑
ま
た
市
教
育
委
員
会
と
不
登

校
の
状
態
の
共
有
を
行
い
︑
虐
待
案
件
を

把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
︒

　
孤
立
に
関
し
て
は
︑
地
域
か
ら
孤
立
し

虐
待
に
発
展
さ
せ
な
い
た
め
に
︑
市
内
の

民
生
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
児
童
虐
待
問

題
に
係
わ
る
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
さ
せ
て

い
た
だ
く
な
ど
︑
虐
待
は
社
会
全
体
で
解

決
す
る
べ
き
問
題
と
し
て
啓
発
に
努
め
て

い
ま
す
︒
ま
た
未
就
学
児
童
に
つ
き
ま
し

て
は
︑
保
健
セ
ン
タ
ー
の
乳
幼
児
健
診
の

未
受
診
︑
又
は
予
防
接
種
の
未
接
種
者
の

情
報
把
握
も
行
い
な
が
ら
︑
虐
待
リ
ス
ク

の
高
い
家
庭
の
早
期
発
見
や
虐
待
の
未
然

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
︒
ま
た
虐
待
の
疑

い
の
あ
る
案
件
に
つ
い
て
は
︑
通
告
受
理

後
48
時
間
以
内
に
子
供
の
安
否
を
目
視
確

認
し
︑
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
と
合
同
︑

も
し
く
は
市
単
独
に
よ
る
家
庭
訪
問
を
行

い
︑
保
護
者
と
面
談
し
て
警
告
指
導
等
を

行
っ
て
い
ま
す
︒
虐
待
の
程
度
に
よ
っ
て

は
︑
子
供
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
一
時

保
護
を
行
う
ケ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
す
︒

　
家
庭
の
支
援
と
し
ま
し
て
は
︑
定
期
的

な
家
庭
訪
問
や
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

し
︑
個
々
の
子
供
や
家
庭
に
寄
り
添
い
︑

適
切
で
効
果
的
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
に

対
応
し
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小栗　恒雄

西尾　隆久



議会って
どんなところ？

土岐津小学校の６年生のみなさんが社会科の学習で議場を見学しました。（11月10日）
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令和２年第５回定例会において、「防災・減災、国土強靭化対策の推進を求める意見書」を可決しまし
た。大規模な自然災害に事前から備え、市民の生命・財産を守るための予算の確保及び財源を安定的に確
保するための措置が講じられるように要望するものです。

議場で「ときげんき体操」を土岐市民の歌に合わせて実演しました。PC・スマホで検索をして動画を呼
び出して、実施してみて下さい。健康寿命延伸にお役立て下さればと思います。　

新型コロナ感染症の拡大が続いています。引き続き感染症対策のご協力をお願いします。
 （文責：各務和彦）

編集後記

議会だより編集委員会  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　委員長：小栗恒雄　　副委員長：北谷峰二
　委員：加藤淳一　後藤久男　鈴木正義　各務和彦　水石玲子　安藤学

ときげんき体操を議場で実践！

土岐市ホームページからときげんき体操の動画を見ることができます。
解説動画もありますので是非ご覧ください。

アクセス：土岐市ホームページトップ→健康・福祉→健康づくり情報→ときげんき体操

げげ
12月10

日

ヒトツバタゴや三国山、流鏑馬といった土岐市を連想する動きも取り入れた体操です。
12月10日の本会議休憩中に、議員全員と執行部で体操を行いました。ウイルスに負け
ない身体を作るためにも、ぜひご自宅で行ってみてください！

健康で生き生きとした毎日が送れるよう、運動習慣のきっか
けとなることを願って作られた「ときげんき体操」。


